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「自 ら課 題 を発 見 し、課 題解決 がで きる生徒 を育成 す る学習指導 の工夫」

一 選択制授業 における課題把握の工夫、保健の学習過程の工夫を通 して 一

1研 究主題 と研究の方針

曝 主題設定の理 由

平成11年3月 に告示 された新 しい学習指導要領は、平成12年 度か ら移行措置期間 に入 るが 、

「保健体育」 においては、 この移行措置期 間か ら一部 または全部の実施が可 能になった。

新学習指導要領 の保健体育科 の 目標 として 、心 と体 を一体 として とら え、「生 涯 にわ た って

計画 的に運動 に親 しむ資 質や能力 の育成」「健康 の保持増進のための実践 力 の育 成」 及 び 「体

力 の向上」 の3つ が密接 に関連 していることが示 された。 また、r運 動 の課題 を もち、 自 ら考

えた り活動 を工 夫 した りして、その課題 を解決する ことを通 して運動技能 を高め 、運動 の楽 し

さや喜 び を深 く味わ うこと」 「自らの健康 を適切 に管理 し、改善 して い く資 質 や能力 の育 成」

が重視 された。

この ように、これか らの保健体育科 に求め られている ことは、様 々な運動や スポーッの合理

的 な実践 を通 して、生徒 が 自己の能力 に応 じた課題 を設定 し解決す るこ とな どに より、運 動 の

楽 しさや喜 びを味わ うとともに、体力の向上 を図 った り、生涯 を通 じて健康 を適切 に管理 し改

善 してい く資 質や能力 を育成 してい くこ とであ る。 これは豊 かにた くま しく生 きるための実践

力 の育成 を目指す ものである と醤える。

そ こで、 自ら課題 を発見 し解決する能力 を身に付け させ るために、学習過程 を どの ように工

夫す るか に研 究のポ イン トを絞 り、研究主題 「自ら課題 を発見 し、課題解決がで きる生徒 を育

成 す る学習指導の工夫」 を設定 した。

2研 究の方 針

は じめ に、「課題把握 とは何 か。」 「課題 をもたせ るために教師 は どの よ うな支 援 を した らよ

いか。」 をテーマ とし、生徒各 自に課題 を把握 させるための方法 を検討 した。 そ して、 生徒 が

「自 らや りたい。」 と思 う授業 を穏指 し、体育班で は 「選択麟授業 における課題把握の工夫」を、

保 健班で は、「学習過程 の工夫」 を研究の柱 と し進める ことに した。

体育班 「生徒 自ら課題 を発見 し、課題解決で きる学習計画の作成 」 を工 夫す る。今 まで の

学習 を基4wし て今あ る力 を確認 し、 さらに向上するための課題 の設定 や課題解決 が

で きる学習過程 を、選択制授業 を通 して研究 を進め る。

保健班 課題学習 を通 して、 自己の健康 に関心 を もつ とと もに、思考力、判 断力 を育み、 生

涯 を通 して健康 な生活 を実践 で きる能力の育成 を 目指す。課題学 習におけ る単元 の再

構成や、課題把握、課題解決な どの学習過程、特 に体験 的学習 について工 夫す る。

3研 究の経過

(1)主 題 設 定

(2)意 識 ・実 態 調 査

(3)仮 説 設 定

(4)実 証 授 業

(5)ま と め

研究計画 ・研 究の構想 図作成

ア ンケー トの集計 ・分析 ・考察

指導計画の検討 ・実施

結果の分析 ・考察

報告書の作成 ・研 究発 表 ・評価 ・課題
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4研 究の構想図

「中央 教育審議会」 「教育課程審議会」 「保健体育審議会」の各答 申及び 「新学習指導要領」

〈高等学校 保健体育科の 目標 〉

健康 ・安全や運動 につ いての理解 と運動の合理的 な実践 を通 して、計画的 に運 動 をす る

習慣 を育て ると ともに健康 の増進 と体力の向上 を図 り 明 る く豊かで活力の あ る生活 を営

む態 度 を育て る。

(心 と体 を一体 として とらえた、新学習指導要領 高等学校 保健体育科 の趣 旨)

社 会の変化に対応

生 涯スポー ツ

豊か なスポー ツライフ

生きる力

課題解決学習

人 とのかかわ り

体 づ く り

生涯 にわ たる健康

「自 ら課題 を発見 し、課題解決がで きる生徒 を育成す る学習指導 の工 夫」

基礎研究

先行研究

意識 ・実 態 調 査:教 師 へ の ア ンケ ー ト

生 徒 へ の ア ンケ ー ト

〈研 究 仮 説 〉

体 育 選択制授業 を通 して、学習段階 に応 じた個人や グループの課 題 を把握 で きる よ うな

学習過程 を工夫す るこ とに よ り、自ら課題 を解決す る生徒 を育 成する ことがで きる。

保 健 生徒 が 自 ら日常生活 にお ける健康課題 を把握 し、課題学習 を行 うことに よ り 生 涯

を通 じて健康 な生活 を実践で きる能力や態度 を育 成する ことがで きる。

実証 授 業 、検 証 、考 察

ま とめ 、 新 た な課 題
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H研 究の内容

[体 育]
1選 択制授業 に関す る意識 ・実態調査

・調 査 期 間

・調 査 対 象

・調 査 内容

平成11年6月 ～7月

都立高等学校(選 択制授業受講中の生徒)男 子244名 女子260名 計504名

都立高等学校保健体育科教諭(選 択制授業実施校教諭)105名

生徒:選 択制授業での喜び、実施上 の問題点 、充実度、今 後の課題

教師:課 題把握 の方法 ・問題点、指導 ・助言方法

(1)調 査結果 と考察

く生徒 の意識 ・実態調査 〉

ア 選択制授 業において、楽 しさや喜 びを感ずるのは どんなときか。

14%

7%6%

35%

團 協力して活動できた
38% 口 技能が上達した

口 運動量が十分確保できた

■ 授業が計画通り実施できた

目 その飽

(ア)選 択 制授 業 において 、仲 間 と協 力 して 活

動 がで きた とき、技能 が向上 した と きに喜

びや楽 しさを感 じてい る生徒 が73%い る 。

(イ)そ の 他 の 回 答 で 、 楽 しさや 喜 び を 感 じ

な い と答 え た生徒 も少 数 存 在 す る 。

イ 選択制授業 を行 う上 で、困 ってい ることは何 か。

脳

%

16%

12%23%

32% 翻 授業計藤が うまく立て られない

口 技術が上達 しない

【コ グルー プの協力が得 られなw

■ リーダーシップを取る人がいない

D適 正 な評価が して もらえない

醗 その他

(ア)授 業 計 画 が 思 う よ う に立 案 で き な い こ

とや 、技 術 が 向 上 しな い こ とな ど に 困 っ

て い る生 徒 が55%い る 。

(イ)リ ー ダー シ ップ を発 揮 して くれ る 人 が

少 な い こ とに 困 っ てい る生 徒 が9%い る。

(ウ〉 その他 の多 くは 困 って い ない と回 答 し

ている。

ウ 選択制授業 で重視 していることは何 か。

囲 仲聞と教え合ったり協力したりすること

口 圃標や課題 を達成する こと

[⊃ 譲標や課題 をもつ こと

■ 餅票について反省したり確認すること

目 その他

〈ア)目 標や課題 をもちその達 成 を 目指 して

る生徒が多 く、個人の課題把握 に課 題解

決 を選択制授業で重視 している。

〈イ1選 択制授業で、伸問 との学 び合 いや協

力 、技術 向上 を重視 し、活動 して い る生

徒 が41%い る。

工 選択鰯授業の充実度 を5段 階 で表す とどうなるか。

隅 隅τ1げ)6灘 穿蒙綴 潔 欝 臨宴篇禦
い る 。7%

2%
(イ)選 択制授業の充実度 を1お よび2と 低 く評価 し

低い__充 実度_高 い ている生徒 は9%で ある。
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オ 選 択制授業 を現在 よ りも充実 したもの とす るために必要 な ものは何 か。

圏 グループの仲間の協力

口 明確な目標や課題

口 教師の助言 ・支援

國 運動特性の十分な理解

自 その他

(ア)選 択制授業 の充実 に必要不 可欠 な もの

と して、グループの仲 間 との協 力 を挙 げ

る生徒 が45%い る。

(イ)明 確 な課題 や 目標 を もつ ことが 、選 択

制授 業 をよ り一層 充実 した もの となる と

考 えている。

〈生徒の調査結果 か ら〉

ア 選択制授業 において、仲 間 と協力 して活動で きた とき、運動技能が向上 した ときに、楽

しさや喜 びを感 じている傾 向が ある。

イ 学習計画が うまく立 て られない、技術 の向上が見 られ ない ことを問題点 と している生徒

が多い。

ウ 選択制授業 において、課題 を もつ こ とや、それ を解決 してい くことの重要性 を理解 して

い ることが うかが える。

工 仲間 と協力 し、明確 な課題 や 目標 を もつ こ とが 、よ り充実 した選択 制授 業の ために必要

だ と感 じている生徒 が多い。

生徒 の意識 ・実態調査 か ら明 らかになったこと

選択制授業 にお いて仲 間 との協力 を重視 し、個人や グループの課題 を発見 ・解決 して い

こうと活動 しているこ とがわかる。同時に今 よ り充実 した選択制授業 を実施 してい くた め

には、仲間 との一層 の協 力 と明確 な 目標 ・課題 を もつ必要があ ると考 えてい る。 しか し、

学習方法や課題 の解決方 法 を見付 けるこ とに苦労 してお り、授業計画が適切 に立 て られ て

い ない様子が わかる。

〈教師の課題把握 に対す る意識 ・実態調査 〉

ア 選択制授業 において生徒 に課題 をもたせる方法 は何 です か。

團 グループで話し合いを持つ

口 教師が与える

■ 生徒個人で考える

目 その他

(ア)グ ループの話 し合 い や個 人で 考 え るな

ど66%の 教師が生徒 の主体的 な課題 把握

を重視 してい る。

(イ)教 師が生徒 に対 して 課題 を与 えてい る

傾向が30%見 られ る。

イ 選択制授業 で生徒 がもつ課題 とは,ど の よ うな もの だと考 えます か。

團 できないことをで きるようにする

口 試合 に勝つ ・表現す る

■ 体 を動 かす

目 その他

(ア)75%の 教 師 が 、 生 徒 の もつ こ とが で き

る課 題 とは で き ない こ と をで きる よ う に

す る こ とや ・試 合 に勝 つ こ と、 表 現 す る

こ と、 で あ る と考 えて い る。
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ウ 生徒 が課題 をもつ上 での障害 は何 だ と考 えますか。

lfl%

6°k 翻 わか らない

37%口 人任せ にしている

口 面倒 くさい と考えている

■ 課題が解決で きないか ら

閣 体育が嫌い

㎜ その他

(ア)わ か らな い が37%あ り、何 故 課 題 を も

つ こ とが で き ない の か 悩 んで い る。

(イ)生 徒 が課 題 を把 握 で きな い 理 由 を 、 人

任 せ や 面 倒 くさ い と 考 え て い る 教 師 が

41%い る。

工 課題 を明確 に もつ ための具体的な支援方法 は何 ですか。

22%

8%
46%圏 轄 ・一 ト調 人カー ド等の瀾

犠 目蕪 鐙
24%目 その他

(ア)支 援 の 方 法 と して は 学 習 ノ ー トや 個 人

カ ー ド等 の活 用 が46%で あ る 。

(イ)視 聴 覚 機 器 の 有 効 な利 用 で 、課 題 の 把

握 を支援 しよ う と して い る 。

オ 課題把握 の支援 となるよ うな方法 や言葉 かけは

様 々な実践 が報 告 されたが以下 にその大 まか な傾向 を示す。

・授 業の中で生徒 の良い点 を見付 けて褒 める。 ・各運動の経験 者 を生かす。

・ア ドバ イス を充実する。 ・学習計画 を実施 してい く中でチェ ックす る。

・生徒 との話 し合 い を充実する。 ・生徒 同士の教 え合い を充実する。

・オリエ ンテ ーシ ョンを充実する。

〈教師の調査結果か ら〉

ア 各 グループの話 し合いや、個人で考え させ るこ とによ り、課題 を把握 させ よう として い

る様子が うかが える。

イ 生徒の もつ課題 とは、で きない ことをで きる ようにす る、試合 に勝つ 、表現す る と考 え

てい る傾向があ る。

ウ 生徒 には課題 を把握す ることがで きない と して、教 師が課題 を与 えてい るこ とも少 な く

ない。

工 課題把握 のための支援方法 と して、学習 ノー ト、個 人カー ド等の活用 を考 えてい る傾 向

が ある。

オ どの ようにす れば生徒が課題 を把握で きるようになるのか、支援 の方法 で悩 んでいる。

教師の意識 ・実態調査 か ら明 らかになったこと

教師 は、課題 を もたせ る方法 として個人の考 えや グルー プの話 し合 いな ど、生徒 の 自主

性 を重視 している。その支援方法 として学習資料の活 用 ・視聴覚機器 の利用 な どが挙 げ ら

れ ている。 しか し、生徒が課題 を把握す ることがで きない理由が明確 にな らないため、 ど

の ような支援 の方法 が効果的 なのか悩 んでい る様子がわかる。
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2調 査結果の ま とめと仮説の設定

意識 ・実態調査か ら、生徒 は選択制授業 をよ り充実 した ものにするには、仲 間 との協 力や 、

課題 の把 握 と解決が重要 である と考 えてい る。 しか し、具体 的な課題 の把握 と解 決の方法 が分

か らないため 、授業計画が立 て られ ないなどの悩み にぶつかっている ことがわかった。

一方 、教師 も生徒が各 自の課題 を もって授 業 に臨む ことの必要性 を認 めている。課 題 を把 握

させ る方法や課題の具体 的内容 、解決方法 は、生徒 自身で考えた り、グループでの話 し合 いの

なかで見付け るこ とを望 み、その支援 として は学習 ノー トや個 人カー ドを活用 している。 しか

し、生 徒 はなか なか課題把握 にい た らず 、教師 は課題把握 のための支援方法 について悩 ん でい

る ことがわか った。

そ こで 、仲間 とよ り深 い人 間関係 を結 び、 自ら課題 を発見 、解 決 していける ようにする ため

の支援 の方法 と して、学習過程の工夫 を考 えた。

選択 制授 業 にお いて、オ リエ ンテーシ ョンの重要性 は先行研 究で も明 らかである。そ こで、

それを発展 させ 、自分 の課題や仲間 の課題 を確認す る場 を設 定する とともに、それぞれの場 面

での個 人や グループの課題 を学習活動 とのかかわ りで示す ことが、課題把握 を容易 に させ る と

ともに、学習の成果や反省 を踏 まえてフィー ドバ ックさせ 、 さらに充実 した学習計 画 を立 て る

な ど、生 き生 き とした学習活動の展開 につ ながるのではないか と考 えた。

この ような考 えか ら、選択 した運動種 目の特性 を追求す る段 階の観点 をさ らに明確 に示 し、

課題 の確 認 を行 う場 を設定す ることと した。本研 究では、この場 を 「ス テ ップア ップ ミー テ ィ

ング」 と呼 ぶ ことに した。

以上 の ことか ら次 の ような仮説 を設定 した。

《仮説 》

選択制授業 を通 して、学習段 階 に応 じた個 人やグループの課題が把握で きるような学 習

過程 を工夫す る ことによ り、 自ら課題 を解決 する生徒 を育成す ることがで きる。
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3研 究の視点

仮 説の検 証 を行 うにあた り、意識 ・実態調 査か ら明 らか になった内容 を踏 まえて 、生徒 が 自

ら課 題 を把握 し、解決で きる能力 を育成するためには、「学習過 程 を どの よ うに工 夫 してい く

のか」 に視点 を当てて研究 を進め ることに した。

(1)学 習のね らいの整理

単 元 を通 して適切 に課題 を把 握 し、選択 した運動種 目を追求す る段 階の2つ のね らいを達成

させ るため、学習過程 を下記の観点か らさらに整理 した。

学習過程 にお けるね らいの観 点

学習1 学 習 環 境 を知 り、 可 能 な運動 種 目 を選 択 し、 グ1L一 プで 学 習 計 画 を立 て る 。

自分 たちの力 にあ った 観点1 今あ る力で運動 を楽 しむ。

ね 運動の行い方 を決め、 運 お互いの力や グルー プの特性 を理

ら 動の特性 に触れ るた めの 観 点2 解 し、練習やゲーム を行い運動 の特

学 い 練 習 や ゲ ーム を行 い 、 そ 性 に触 れ る。

1 の方法や仕方を学びなが

習 ら工 夫 す る。

高 まった力にふ さわ し さらに向上するための練習を計画 ・

ね い運動の行い方を決め、 観点3 実 施 した り、 ゲ ー ム を行 っ た り し な
2 ら

ゲ ー ム を行 った り、大 会 、 が ら、 よ り深 く運動 の 特性 に触 れ る。
い

1発 表 を行 った りする. 個人や グルー プの特徴 を生 か し大
2i

観点4

1 会や発表会 を行 なう。

(2>課 題 把 握 の た め の場 の 設定

生 徒 が個 人 や グル ー プ と して の課 題 を明 確 に把 握 し、学 習内容 や方法 を決 め学 習計 画ヘ フ ィー

ドバ ック して い くこ とが で きる よ うに 、毎 時 間行 う グル ープ ミーテ ィ ングの他 に 、ステ ップア ッ

プ ミー テ ィ ング を設 け た 。

ス テ ップ ア ップ ミー テ ィ ン グ

1個 人 の課 題 や グル ー プ の課 題 を明 確 に し、課 題 の 共 有 を図 る 。

グループ内での課題共有 グループ間での課題共有

・個人の課題

・仲 間の課題 を知る

・互 いに解決 方法 を考 える

・グル ー プ の 課題

・他 グル ー プの課 題 を知 る

・他 グル ー プの解 決 方 法 を知 る
1監

2明 らかになった個 人や グループの課題 を解決す るための練 習計画やゲームの進め 方 を

見通す 。

↓

課題 を共有 し、相互 に学 びあ う中で 、個 人や グルー プの課題解 決に向けて主体的 に取 り組

む こ とがで きる。
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⑩

ー

(3)個 人や グル ープの課題把 握の明確化 を図る工夫

学習過程 のそれぞ れの場面 で、個人 やグルー プの課題把握 が円滑 に行 われ る ように、

か かわ りで以下の ように示 した。

それぞれの場面での課題 を具 体 的 な学 習活 動 との

オ リエ ンテ ーシ ョン ステ ップア ップ ミーテ ィング1 ス テッブア ップ ミーテ ィング2 ステ ップア ップ ミーテ ィング3

学 習 の 流 れ つ か む → 確 か め る → 味 わ う → ま と め る

個 人 の 課 題 ・選択制授業の趣旨を理解する ・自分 の能力 を知 る ・自分の資質 ・能力 を把握 し、グループの 中 ・ゲームにお いて自分の能力 を発揮 し、グルー
・学習方法 を理解す る ・自分 の 目標 を設定 し、具体的 な学習 方法を で生かす プの中で生かす
・今までの運動経験を把握する 知る ・合理 的 な学習内容 ・方法 を理解 し、グルー ・ルールや審判法 について理解 する

・運動種 目を選択す る ・イ中間の課 題 を知 る プの中で自分の考えを反映させる ・勝敗 に対 して公正 な態度を とる

・今ある力で楽 しく運動 を実 施する ・互い に学 び合 う ・相 手の立場や特性 を理解 し、協調性あ る活

・グループにおける 自分の役割 を理解す る 動を行う

グ ル ー プ の 課 題
・適切なグルー プを形成す る ・各 グループに応 じた学習計画 を立 てる ・各 グループの特徴や課題 を把握 し、課題解 ・作戦や戦術 を生か した攻防 を展開 してゲー

・相互の運動経験を把握する ・グル ープにおける各 自の役割 を明確 にす る 決に向けた学習計画を立てる ム を行 う

・学習 計画を立て実施す る ・個人 とグループの課題 を適切に把握す る ・仲 間の資 質や能力 を理解 し、互いに協力 し ・自分たちの グルー プの ゲーム分析 を行 う

・仲 間と楽 しさを共有す る ・相互 に課題 を把握 する て行 う ・仲間と協力して競技会や試合を企画する

・他の グループの特徴 を把 握 し、作戦や戦術

を工夫する

具 体 的 学 習 活 動
・新 体カテス ト等 を活用 し、各 自の体力 ・運 ・グルー プ内 で、個 人の能力の 「良い点」 を ・グルー プの 中で個 人が生 か されているか考 ・個 人やグループの特徴 を生か してゲームの

動能力を把握する 指摘 し合 い、グループでの生か し方 を考え える 在 り方を考える
・お互 いの 運動経験 の違い を確認す る る ・グルー プの力 と、学習 内容 が適切 か考える ・ゲームの分析を通 して、個人や グループの

・学習 の流 れのパ ター ンを理解 し、学習方法 ・相互に 自分 の課題 やグループ としての課題 ・種 目の特性 に応 じたグループと しての課題 課題が解決されているか検討する

を明確にする を発表する を発表する ・作戦 や戦術 について再検討する

・簡易 ゲームや試 しのゲームの実施方法 を理 ・学習内容 ・方法 につ いて再検討 する ・グルー プと しての作戦 や戦術 を検討 する ・競技会や試 合を企 画する

解する ・一人一人が作戦や戦術 を理解す ると共 に、

個々の能力を生か した活動を工夫する

評 価 意 欲
・運動 やスポーッへ の興味 ・関心 ・選択種 目への興味 ・関心 ・学習内容、学習方法への興味 ・関心 ・種 目の特性 に応 じた運動 への興 味 ・関心

思考 ・判断
・選択制授業 の経験 ・仲 間 との課題の共有 ・個人や グループの課題の認識 ・課題の理解 と解決

技 能
・技能の程度 を把握

個人的な技能の習熟度 ・集団的な技能の習熟度 ・個人的技能や集団 的技 能のゲームでの活用

知識 ・理解

・「体 育に関する知識」の理解度 ・選択 した種 目の理解の程度 ・作戦 や戦術についての理解 ルールや審判法 ・試合運営 につ いての理解

学 習活 動へ の支 援 学習 ノー ト、個人カー ド、 ビデオ等視聴覚機器 、各種 の教材 キッ ト、教師の言葉 かけ



4選 択制授業の単元指導計画例

(1)単 元計画例(授 業時数16時 間 対象 第1学 年 ・男女共習)

時間

i

2

3

4

5

6

7

8

9

is

1f

12

13

t4

15

16

ねらいの観点

選択制授業の理解

観点1

今ある力

で運動 を

楽 しむ

観点3

さらに向上する

ための練習 を

計画実施 した り

ゲームを行った し

しなが ら、より深

く運動の特性

に触れる

観点2

お互いの力や

グループの特

性を理解 し、

練習やゲーム

を行い運動の

特性に触れる

観点4

個人やグルーフ

の特徴を生か し

大会や発表会を

行う

学習内容 ・方法

オ リエ ンテーシ ョン

EΣ圃 学習方法の理解///
ス キ ル チ ェ ッ ク

基 礎 練 習 ・簡 易 ゲ ー ら ・/グ

ル ステツプアソプミーテイング1個 人 や グ ル ー プ の

1魎 洞 課題を考慮しち./

プ 練習やゲーム//

ミ ステ・プア・プミーTイング2高 ま っ た 力 を 生 か し

1匿 亜]グ ループの特徴を考慮///

テ し た 、 練 習 や ゲ ー 多/ー

イ/'/

ン ステンプァンプミ_テ ィング3

グ[i魑

大会の企 画 ・運営 ・管理 ・実施

ア 課題 について は、生徒の把握す る課題 を、個 人の課題 とグループの課題で考 えた。

イ 生徒の把握す る課題 の方向性 を、現在 の 自分 の力 を知 る→個人の課題把握→個人 の課題

を考慮 したグループの課題把握→他の グループの課題 と自分 のグループの課題の比較 へ と

発展的 に広が りが 出て くるように した。

ウ オリエ ンテーシ ョンにおいて は、 中学校 での選択制授業 の経験の有無 と、今 まで の 自分

の運動経験か ら、各種 目の もつ運動特性 について確認 し、種 目選定 を行 うこ とに した。

また、現在の 自分 の運動技能 と体力 を知るために、スキルチ ェ ックや新体力 テス トを活

用す るこ ととした。

エ ステ ップア ップ ミーテ ィング1を 単元の初めの部分 に設 け、個人や グループの課題 を明

確 にす る とともに、課題解決の方法 を中心について確認 し合 い、課題 を共有す るこ とで学

習計画の見直 しを行 いやすい ように した。

オ ステ ップア ップ ミーテ ィング2を 単元の中程 に設 け、個人や グループの課題解決 の状 況

を確認す る とともに、グループ としての特徴 を出 した練習 やゲームが行 われやす い よう に

した。

カ ステ ップア ップ ミーテ ィング3を 単元の後半 に設 け、選択 した種 目ご とに、各 々の能 力

やそ れぞれの グループの特徴 を考慮 した試合内容 や、企 画 ・運営がで きる ように した。

キ 毎時 間グループ ミーテ ィングを実施 し課題の明確 化を図った。
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5選 択 制授 業 の 指 導 事 例(実 証 授 業)

(1)単 元 名:選 択 制 授 業(男 女 共 習 、球 技 領 域 の 中か ら生徒 の希 望 種 目 を設 定)

(2>時 間:16時 間 中5時 間 目

(3>学 年::第1学 年1・2組 男 子31名 女 子42名 計73名

(4>本 時 の ね らい

ア:自 分 の 課 題 や仲 間 の課 題 、 また 、 グ ル ー プ と して の 課 題 を把 握 す る。

イ:立 案 した学 習 計 画 の 内容 や方 法 が 、課 題 解 決 や ね らい の 達 成 にそ って い るか検 討す る。

ウ:自 分 た ち で計 画 した学 習 内容 に の とっ て 、意 欲 を も って 各種 の 運 動 種 目を実 施 す る 。

エ:学 習 活 動 終 了後 、 自己評 価 や相 互 評 価 を行 い 、 次 時 の 学 習 ヘ フ ィ ー ドバ ックす る 。

(5)展 開(ス テ ップ ア ップ ミー テ ィ ング は 、15分 程 度 実 施 す る。)

学習内容 ・活動 教師のかかわ り 評 価

導
☆事前準備 ・事 前 に発 表 用 シー トに沿 っ て 、 グ ル ー

プ ミー テ ィ ン グ を実 施す るよ うに促 す 。

・発 表用 シー トの 記

入 が行 わ れ て い る

☆学習計画の確認 ・ス テ ップ ア ッ プ ミー テ ィ ン グ1の 趣 旨 か 。

入 や進行方法 についての理 解 を促 す。

☆ ス テ ッ プ ア ップ ・相 互 に話 し合 う 中で 、個 人 や グル ー プ ・個 人 や グ ル ー プ の

展 ミ ー テ ィ ン グ1 の課題 を把握 しているか確 認す る よ う 課題が具体的になっ

に促 す 。 た か 。

開 ・各 グル ー プ の発 表 ・立案 した学習計画が、課 題解決 や 目標 ・個 人 ・グ ル ー プ に

・学 習 計 画 につ い て の達 成 につ なが る よ うに促 す 。 あった 目標 や活 動

i ・学習計画の良い具体例 を提示 し、参考 計画 を立 てて い る

にす る よ う促 す 。 か 。

☆ グルー プ活動 ・今 ある力で各種の運動 を楽 しむ とと も ・自主 的 ・主 体 的 に

に、把握 した課題の解 決に向けた練習 活 動 して い るか 。
・各種 目 に分 か れ て の在 り方 を考 え、学習活 動へ 反映 させ ・仲 間 と学 び 合 い 、

展 活動を実施 る よ うに促 す 。 協力 して活動 して
・互 い に学 び 合 い なが ら、最 善 を尽 く し い る か 。

=種 目e て活動す るように促す。 ・安全 に留 意 して活

開
ソ フ トボ ー ル ・卓 球 ・

テ ニ ス ・バ ド ミ ン ト ン ・

・教 材 キ ッ トをす ぐに取 り出 せ る よ う な

場 所 へ 配 置 し、 活用 を促 す 。

動 して い る か 。
・学 習 ノー トや 教 材

バ レー ボ ー ル ・ミ ニ サ ッ ・活動の状況 を把握するため に細 か く観 キ ッ トを有効 に活

2
カ ー 察 し、学習 ノー トを通 して課題解 決 の

方法 に気付かせ るようにする。

用 して い る か 。
・課 題 に即 した 活 動

・仲 間 と協 力 し、個 人 の課 題 や グル ー プ とな っ て い るか 。

の課題 を考 えた学習活動に なる ように

促 す 。

☆活動の評価 ・ス テ ップ ア ップ ミー テ イ ン グ1の 内 容 ・学 習 ノー トの 記 入

ま ・個 人 グ ル ー プ の評 価 を踏 まえ、課題解決のための活動 が実 が行 わ れて い るか。

と
・学 習 ノ ー トの記 入 践 されたか評価す るよう促す。 ・課題解決への 道筋

・新 た な課 題 ・目標 の ・評 価 を も とに 、新 た な課 題 を立 てた り、 が理解 され てい る

め 設定 ね らいを明確 に した りして、学習計 画 か 。

ヘ フ ィー ドバ ック させ る よ う促 す 。
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6実 証 授 業 の 結 果 と考 察

仮 説 を実 証 す るた め 、実 証 授 業 後 に生徒 を対 象 に した 「選 択 制 授 業 につ い て の ア ンケ ー ト調

査 」 を実 施 した 。 そ の 調 査 結 果 と考 察 は、 以 下 の 通 りで あ る 。

(1>選 択 制 授 業 につ い て

(対 象:都 立 高 等 学 校 第1学 年 男 子31名 女 子42名 計73名)以 下 、有 効 回 答 の み

の 数 字 で あ る。

ア オ リエ ンテ ー シ ョ ンで 、小 ・中学 校 の 時 の ス ポ ー ッ経 験(授 業 ・部 活 動 な ど)を 話 し

合 い ま したが 、 自分 で 選 択 種 目を決 定 す る上 で参 考 に し ま したか 。

「参 考 に した 」39名(64%)

「参 考 に しなか っ た」22名(36%)

以 上 の結 果 か ら、小 ・中学 校 で の 授 業 や 部 活 動 で の経 験 が種 目選択 に参 考 に な っ て

い る と考 え られ る 。 しか し、36%の 生 徒 が 参 考 に しな か っ た と答 え て お り、 さ ら に 具

体 的 な支 援 の工 夫 な どが 必 要 な もの と考 え られ る 。

イ 選 択 制 授 業 に つ い て 、 どの よ うな感 想 を も って い ます か 。

「楽 しい 」46名(69%)

「普 通」19名(29%)

「楽 し くな い 」1名(2%)

以 上 の結 果 か ら、 「楽 しい 」 と感 じて い る生 徒 が70%み られ 、 選 択 制 授 業 が ほ と ん

どの 生 徒 に とっ て楽 し く意 欲 を もって 授 業 に取 り組 ん で い る もの と考 え られ る。

ウ 自分 の力 に あ っ た課 題 を もつ こ とが で きて い ます か 。

「はい 」59名(91%)

「い い え」6名(9%)

以 上 の 結 果 か ら、90%以 上 の 生徒 が現 在 の課 題 を把 握 して い る と考 え られ る 。

た だ 「い い え」 と答 えた 生 徒 も9%お り、 さ らに課 題 把 握 の た め の工 夫 を 図 る こ と

が 必 要 な もの と考 え られ る 。

工 皆 と協 力 して 活 動 してい ます か 。

「は い」63名(97%)

「い い え」2名(3%)

以 上 の 結 果 か ら、仲 間 同士 の協 力 や 学 び 合 い が で きて い る と考 え られ る 。

(2)ス テ ップ ア ップ ミー テ イ ング につ い て

ア ス テ ップ ア ップ ミー テ ィ ン グ にお い て 、 各 自の課 題 に つ い て話 しま した が 、 そ の 結 果

自分 の 課 題 を しっ か りもつ こ とが で き ま した か 。

「は い」58名(89%)

「い い え」7名(11%)

以 上 の 結 果 か ら、 ス テ ップ ア ップ ミー テ ィ ング を実 施 す る こ とが 、課 題 把 握 の た め

に効 果 的 で あ っ た もの と考 え られ る。 しか し、11%の 生 徒 が 「い い え」 と答 え て お

り、一 層 内 容 を工 夫 して い くこ とが 、 必 要 な もの と考 え られ る 。
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イ ス テ ップ ア ップ ミー テ ィ ング に よ っ て 、明 らか に なっ た 課 題 の解 決 の た め の 練 習 方 法

な ど を見 付 け る こ とが で き ま したか 。

「は い 」49名(80%)

「い い え 」12名(20%)

以 上 の結 果 か ら、 多 数 の 生 徒 が ス テ ッ プア ッ プ ミー テ ィ ング を実 施 す る こ とで 、 個

人 や グ ル ー プの 課 題 が 明 確 に な り、 課 題解 決 に 向 け た練 習 の見 直 しが 図 られ た も の と

考 え られ る。 た だ、20%の 生徒 が 「い い え」 と答 え てお り、理 由 を明 らか に す る と と

もに 、 生 徒 の 実 態 に即 した 学 習 活 動 の展 開 や教 材 提 供 な ど支 援 の 工 夫 が 必 要 な もの と

考 え られ る。

ウ 他 の グ ル ー プの 課 題 を確 認 す る こ とに よ り、 自分 の グル ー プの 課 題 を意 識 す る こ と が

で き ま した か 。

「は い 」52名(88%)

「い い え」7名(12%)

以 上 の結 果 か ら、 ほ とん どの生 徒 が グ ル ー プ間 で 課 題 を共 有 す る こ と に よ り、 自分

た ちの 課 題 を 明確 に して い る もの と考 え られ る。

【他 の グル ー プ の発 表 を 聞 い て感 じた こ と】

*課 題 が 具 体 的 で あ る 。*練 習 計 画 が 立 案 され て い る。*内 容 が よ くま と まってい る 。

*学 習 ノー トの 書 き方 が 参 考 に な っ た。*目 標 が 明確 に な っ た 。

*他 の グ ル ー プの 頑 張 って い る様 子 が わ か った 。

*以 前 よ り進歩 した 点 につ い て 聞 い て み た い 。*皆 の意 見 を 聞 くこ とが で きる 。

以上 の結果 か ら、多 くの生徒 が、他の グループの発表 した課題 や練習計画 に対 して非常 に興

味 ・関心 を もっている ことがわかる。グループ相互 に課題 を確認 した り、練習 の状況 を知 った

りす ることが 、 自分 やグループの課題把握 のために、また、学習 ノー トの書 き方や練習方 法 の

計画 ・立案の参考 に している ことが わかる。

個 人の課題や グループの課題 を共有す るこ とが、課題の発見 や解決へ効果的 に働 いてい る も

の と考え られ る。

【選 択 制授 業 にお け る感 想 】

*楽 しい 。*他 の ク ラス との 交 流 が あ りよい 。

*自 分 た ち で計 画 立 案 す る こ とが 楽 しい 。*皆 で協 力 す る こ とが で きる 。

*自 分 の課 題 が 考 え られ る 。*意 欲 が わ く。*自 主 的 に活 動 で きる 。

*好 きな種 目が で きる 。*学 年全 体 で や っ てみ た い。

以上 の結果か ら、選択制授業へ楽 しく意欲的 に取 り組 んでい る様子が うかが える。 また、相

互 の協 力の もとに自分 たちで授業 を計画 し実施 してい くことに対 し意欲 をもってい るこ とが う

かが える。
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フ 研 究の成果 と今後の課題

(1)研 究の成果

生徒 一人一人 に合 った課題 を生徒 自身が見付 け解 決す るため に、学習過程 にお けるね らい の

観点 を明確 に し、単元 の中にオ リエ ンテ ーシ ョンやステ ップア ップ ミーティ ングを設 け、学習

の道筋 を生徒 に気付 かせ る とともに、常 に課題 を確 認 し、課題解決 の方法 を検討 しなが ら学習

計画の見直 しが 図れる ように した。 また、そ こで発 見 した個人や グループの課題解決の方法 を、

毎時間の グループ ミーテ ィングで確認 し、学習内容 や学習方法 を工夫 しなが ら、 さらに充実 し

た学習活動が展 開で きる ように した。

この研究の結果 、次 の ことが明 らかになった。

ア オ リエ ンテーシ ョンの際、今 までの運動経験 を話 し合 ったこ とが 、種 目選択 の参 考 になっ

た。

イ 毎時 間の グループ ミーテ ィング とス テ ップアップ ミーテ ィングを関連付 ける とともに、 お

互いの課題 の共有化 を図った ことによ り、個人の課題 をよ り明確 に把握 させ ることができた。

また、グループ内での課 題解決 に向けた学習計画の見直 しが活 発にな り、個 人や グルー プの

課題解決 につ なが った。

ウ ステ ップア ップ ミーテ ィングにおいて、個人や グル ープの課 題の観 点を明 らか に した こ と

に よ り課題把握 が しやす くな り、課題解決 のための学習活動 につながった り、 グル ープ間の

連絡 ・調整 が活発 に行 われた りするな ど、意欲的 ・主体的 な学 習活動 につなが った。

エ ステ ップア ップ ミーテ ィングを通 して課題 を共有す ることで、活発 な意見 交換 が行 われ グ

ループ内の連帯 感が生 まれた。 また、お互 いの課題 を理解 し合 うことで、相 互 にア ドバ イス

が しやす くな り、意欲 的な学習活動 につなが った。

オ 学習 ノー トな どの学 習資料 をグループ ミーティングやステ ップア ップ ミーテ ィングで有 効

に活用す るこ とに よ り、発想が豊 かにな り学習計画が充実 し、生 き生 きと活動す るこ とがで

きた。

力 運動 の特性 を理解 し自ら進んで楽 しく学習 してい くため には、個人や グルー プの課題 を明

確 に し、フ ィー ドバ ックを行い課題 に即 して学習計画 を見直 してい くことが効果的であった。

まとめ

③ 選択 制授 業 においてステ ップア ップ ミーテ ィングを設け るな ど学習過程 を工夫す るこ とに

よ り、課題把 握が容 易 にな り、課題解 決に向けた学習活動が展開 された。

② 学 習過程におけ るね らいの観点 を示 す ことによ り、ね らいが よ り明確 にな り、課題の把 握

と解 決に向けた主体的 な活動 につ ながった。

③ それぞれの場 面の課題 を活動 とのかかわ りで示 したこ とによ り、課題把握が容易 になった。

(2)今 後 の課題

ア3年 間 を見通 したカ リキ ュラムの在 り方 を工夫す る。

・体 育理論 の位置付 け と保健 との関連 に よる、学び方 を考慮 した カリキ ュラム構成

・学校 や生徒 の実態 を考慮 した学 習指導 の視点の明確化 と在 り方

イ 中学校 か らの選択制授 業の継続性(め あて学習か らの流れの明確化)を 明 らか にす る。

ウ 学 習資料 の提供 ・教師の言葉かけな ど、支援の工夫 と評価の在 り方 を工夫す る。
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[保 健]

1保 健の課題学習 に関す る意識 ・実態調査

・調査期 間 平 成11年6月 ～7月

・調査対象 都 立高等学校保 健体育科教諭357名

・調査 内容(1)課 題学習 の実施状況 ・課題学習 に対す る教師の意識

《調査結果 と考 察》

(1)課 題学習の 実施状 況 ・課題学 習に対 する教師の意識

ア 課題学習の実施状 況について

・課 題学習 を行 った ことがある教 師は70%近 くお り、個 々の教師の意識 には課題学習が定 着 し

てい る状況が うかがえる。

イ 課題学習 に対 する教 師の意識 について

6Q%
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教師 がある課題 を提示 し、生徒 が学習 を進める。

教師 が複数の課題 を提示 し、生徒 が選択 し学習 を進 める。

教科書の中 から、生徒 自ら課題 を発 見 し、学習 を進 める。

生活の中 で、生徒 自ら課 題 を発 見 し、学 習を進 める。

その他

・課題学 習 に対 して約半数の教師が 「生活の中で
、生徒 自ら課題 を発見 し、それについて学 習

す る」 と回答 してい る。 また一方で26%の 教師が 「複 数の課題 を提示 し、その中か ら生徒 が

選択 して学 習 を進め る」 と答 えてい る。課題学習に対す る基本 的な考 え としては、生活 の 中

か ら生徒 自ら課題 を発見 し、学習 を進めてい くことを重視 しているが 、実際 には、生徒 の実

態 や段 階に応 じ、様々 に工夫 してい る。

(2)課 題 の設定状 況 ・課題学 習の学習方法 ・課題学習の学習内容

ア 課題 の設定状 況 について

(ア)生 徒 は どの ように して課題 を発見 したか(複 数回答)
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教科書の中 から課題 を発見 した。

教科書以外 から課題 を発 見 した。

日常生活の中 から課題 を発 見 した。

自分の過去の経験 から課題 を発見 した。

自分の将来の ことか ら課題 を発 見 した。

生徒同士の話 し合いか ら課題 を発 見 した。

その他

・生徒 は様 々 な手段 か ら課題 を発見 しているが
、 自分 自身の過去 の経験 や、将 来の ことか ら課

題 を発見 してい る割合 は、それ ほ ど高 くない傾向がみ られる。
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(イ)課 題 が 見 付 け ら れ な い 生 徒 に 対 す る 教 師 の 支 援(複 数 回 答)

ア 教 師が事例 などを示 し参考 にさせ た。

イ 教科書 や文 献 ・資料 などを参考 にす るよう助言 した。

ウ 身近 な話題 、ニュースなどを参考にす るよ う助言 した。

工 授 業や体験学習 、クラブ活動 、生徒会活動な どの学 校の教育活動 で得 られた体験 を

参考 にするよ う助言 した。

オ 趣 味、ボラ ンテ ィア活動 など自分の興味関心 のある事柄 を参考にするよう助言 した。

力 自分の過去 、現在 の生活 を振 り返 らせ たり、将 来 を想像 させた りする中 で発見 する

よ うに助言 した。

キ その他

・課題把握 の段 階での教師の支援 は、事例 を示 した り、教科書や文献 ・資料 の参考、身近 な話

題や ニュース を参考 にさせ る場合 が多 く49%か ら68%を 占め る。生徒 自身の体験 、興味 ・関

心 、生育歴 や将来像 を参考にする よう働 きかけるの は15%か ら30%で ある。身近で 日常生 活

に直接つ なが りやす く、扱 いやすい内容 に重点 を置いてい る実態が うかが える。
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イ 課 題 学 習 の学 習 方 法 に つ い て

(ア)課 題 解 決 の た め に生 徒 が 取 り組 む学 習 方 法 と授 業 で取 り入 れ て い な い学 習 方 法

・生 徒 の 取 り組 む学 習 方 法 の73%が 文 献 な どの 資料 研 究活 動 で あ る
。

・シ ナ リ オ ラ イ テ ィ ング ・ロ ー ル プ レイ ン グや デ ィベ ー トな どの討 議 的 学 習 は ほ とん ど授 業 に

取 り入 れ られ て い な い 。

生徒が取り組む学習方法 授業で取り入れていない学習方法

ア 文献などの資料研究活動

イ 実験 ・取材・調査などの実習活動

ウ 討議的学習(デ ィベート・ブレーンストー

ミング)

エ シナリオ・ロールプレイング

オ その他

(イ)そ れぞ れの学 習方法を取 り無 れなv理 由

実習活動を取り入れない理由
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ア 学習の方法がわからない ウ 学習効果が期待できない オ きの紬

イ 評価⑳方法がわからない 工 時間や手聞がかかる

・実験 ・取材 ・調査 などの実習活動 を取 り入 れない理 由 として
、時間や準備の負担が大 きい と

の 回答が76%を 占めた。安 全管理 な どの面 か ら生徒 だけの実施が難 しく、授業 に積極 的 に取

り入 れるこ とに躊躇 している状況 が うかが える。

・討議的学習 を取 り入れない理由 としては
、デ ィベ ー トや ブ レー ンス トー ミングとい った学 習

方法 自体 を、生徒 に理解 させ るのに多 くの時間や労力 を要する こと、そ してその学習効 果が

必ず しも課題学習 のね らい と直接結 びつか ないのでは ないか と考えている傾 向がみ られる。
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・シナ リオライテ ィングや ロールプ レイングを取 り入れ ない理 由 としては、時間や労 力 を要 す

る に次いで 、教 師 自身が学習方法が わか らない とい う回答 も高 く、具体 的方法が十分 に浸 透

してお らず 、教 師が多様 な学習方法 に十分習熟 してい ない実態 もうかがえた。

ウ 課題学習 の学習 内容 につ いて

課題学 習で生徒が発表 した レポー トなどの内容

60%

5Q%

40%

3Q%

2Q%

ia%

Q%

55%

31%

9%;6%

ア イ ウ エ

ア 文献や インターネ ッ トな どで得 た資料 を書 き写 したま とめが多 い。

イ 文献な どの資料 をもとにグループで討議 し、その協議内容 などをま とめた ものが

多い。

ウ 実験 ・取材 ・調査 な どの実習 や体験的活動に裏付 けされた結果 を出 している もの

が多い。

エ その他

・生徒 が取 り組む方法 として、文献 などの資料研 究活動 の回答が 高かったの と関連 して、資料

の書 き写 しや ま とめが多か った。文献 などの資料 を基礎資料 として活用す るのではな く、 そ

の まま課 題学習の結果 と して提出 してい る実態がみ られ、課題学習 のね らいや 目的が十分 達

成 されてい ない状況 もうかが える。

2調 査結果 の まとめ と仮説の設定

課題学 習 を実施 した ことがあ ると回答 した教 師は68%で あ り、課題学習が授業 の一形態 、

方法 として広 く浸 透 し、定着 して きている ことが わかる。多 くの教師 は、課題学習 では生活

の 中で生徒 自ら課題 を発見 し、それについて学習 を進 めたい と考 えてい る。過去 の調査 で は

保健のね らいを、 日常 生活 において健康 や安全 に留意 し実践す る力 を身 につ けさせ たい と考

える教師が多 く、資料 文献な どの活用 を重視す る考 えは19%と 低か った。 しか し、生徒 の課

題把握 は、教科書 やその他 の文献 か ら得 る ことが多 く、課題解決の学習方法 も文献調査 が ほ

とん どで 、発表 内容 も資料 か らの書 き写 しが多 いのが現状であ る。 また、課題把握 の場 面 で

の教師の支援 も教科書 や資料 、ニュースを参考 にさせ るなど一般的 ・客観的 な部分 に向け ら

れてい るこ とが多 い。生徒が生涯 を通 じ、 日常生活 において 自ら健康 を考 え実践 してい くこ

とがで きる力 を養 うためには、生徒 自身の身近 な健康課題 に気付かせ ることと、調査活 動 で

得 た知識 だけで結果 を出す ので はな く、多様 な考 え方 に触れる ことによって、広い視野 か ら

課題解 決の方法 を探 り、その過程で様 々な解決の方法がある ことに気付 かせ ることが大切 で

ある。 また、支援す る教 師は様 々な学習形態や方法 に精通 し、実生活に密 着 し、役立つ学 習

内容 の精選 と工夫 をす る必要があ る。

以上 の調査結 果か ら本研究で は、次の ような仮説 を設定 した。

r

《仮 説 》

生徒 が 自ら日常生活にお ける健康課題 を把握 し、課題学習 を行 うこ とによ り、

生涯 を通 じて健康 な生活 を実践 で きる態度 や能 力 を育成 することができる。
L

π

J
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3研 究の視点

仮 説の検 証 を行 うにあた り、 日常生活 を振 りかえるこ とか ら生徒 自ら健康課題 を把握 し、

その解決 を目指 して課題学習 を進め るための学習過程 を工夫す ることと した。その際 、課 題

学 習の もつ特 性 を以下の4点 と して とらえ、具体的 な方法 を検 討 し、授 業 を実践 した。

課題学習 の特性

① 興 味 ・関心 を生か し、主体的 に学習 を進めることがで きる。

② 思考力 ・判断力 ・意志決定能力 を高 める とともに、学習成果 を生活 に生 か しやすい。

③ 生徒 一人一人の課題 によって学習 の取 り組み に個人差が生 じ、課題 に対 する視点 や発

想 の柔軟性 ・多様性 に気 付 くとともに、個 に応 じた学習が展 開で きる。

④ 新 たな課 題発見 による知的欲 求の連鎖 的向上(ス パ イラル型 学習)と 、課題把 握 や課

題解 決に対 す る生涯 を通 じた態 度や能力 を育成す ることがで きる。

(1)学 習過程 の工夫

ア 学習 の段 階 を 「課題把 握」 「課題解決」「まとめ」 と大 き く3つ に分類 す るが 、 「課題 解

決」 の段階 において も新 たな課題 を把握す るような学習の展 開(拡 が り)が 十分予想 され

る。 したが って、3つ の段 階はP.20とP.21に 示 される ように複合 的 ・重複 的 に展 開 され

る もの として とらえた。 また、教 師が学習過程 をその ように とらえる ことに よ り、生徒 の

連鎖 的(ス パ イラル)な 知的欲 求の拡が りや主体的 な学習の展 開に対 して、時機 をと らえ

た的確 な支援 や評 価 を行 うことがで きる と考 えた。

イ オ リエ ンテー シ ョンにおいては、単元全体の流れや討議 的学 習の方法 、ね らい を十分 に

理解 させ 、 目的を もって学習に取 り組 めるように した。 とくに、デ ィベ ー トやブ レー ンス

トー ミングな どの討議 的学習 は、課題学習 において課題解決 の手段 の一つ であ り、 目的 で

はないこ とを十分 に理解 させ た。

ウ 「まとめjの 段 階 においては、新 たに把握 した課題 ・未解 決 な課 題 ・解 決不 十 分 な課題

な ども発表 させ るこ とで 、将来 にわた って 自ら課題 を把握 し、解決 しよう とす る態度 の育

成 につ なげ るこ とをね らった。

(2)学 習形態の工夫

アP。20とP.21の 表 に示 される ように、学習形態 を状況に応 じて 「一斉 」 「個 人」 「任 意 グ

ループ」「興味 グルー プ」 とする ことに よって、生徒は興 味 ・関心 を もち続 け なが ら生活

な どに即 した課題学習 を進 めてい くことがで きるよ うに工夫 した。

イ 「まとめ」 の段 階で、 グループ毎 に作成 した レポー トやク ラス全体 に発 表す る場 を設 け

た。その ことによ り、他 グルー プ生徒 との知識や理解の共有 を図 ることがで きた。 また、

課題解決の方法や過程 など も含 めて、 ケループ間で評価 させ るこ とがで きるよ うに した。

ウ6～8名 程度の グルー プに分けるこ とで、1ク ラスに約6つ の グルー プを作 らせ た。 こ

れに よ り、多 くの健康課題 について討議 的学習 を取 り入れて行 うことがで きた。また、デ ィ

ベー トな どの討 議的学習 を展開する場合 で も、すべ ての グルー プを同時 に行 わせ るこ とに

よ り、課 題学習の単元全体 に必要な時間数 を短縮で きるよう工夫 した。
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(3)学 習方法 の工夫

ア 課題 を解 決す るため に、討議的学習 を取 り入れた。 これに より、課題解決 に向け た活 動

を単 なる調 べ学習 に終始す るので はな く、生徒 自身の生活 や興味 ・関心 に よ り密着 した も

の と して行 うこ とがで きるように した。 この ことは、 自主 的 ・自発 的に調査 や研 究 を進 め

るための動 機づ けになると考 えた。

イ 学習 の段 階 を複合的 ・重複的 に とらえ たことに よ り、討議 的学習 を2回 行 うこと も含 め

て学習過 程 を工夫 した。課題の解決 において不足 した ことや補充 したい こと、 また新 た に

把握 した課題の解決 に対 して再度討議的学習 を行 うことに よ り、知識理解 の拡 大 ・充 実が

図れる よう工夫 した。

(ア)1回 目の討議的学習 としてディベー トを行 う。デ ィベー トに よ り、多様 な視点や 立場

に立 った思考 ・判 断 ・選択 ・決定 などを、生徒 が 主体 的 に行 う ことがで きる。 また 、

「話す」 「聞 く」 な どのコ ミュニケーシ ョン技能、集中力の強化 、論理 の構 成力 を高 め る

ことがで きる。

(イ)デ ィベー トまたはその後 の考察 によって、課題 に対する 自分 自身の もつ知識 を再確 認

し、 自らの意見 や考 えを整理 ・統合 ・深化す ることによって意志決定能力の向上や行 動

変容が促 される。

(ウ)1回 目の デ ィベ ー トか ら得 られた結果やその後の考察 によって明 らか にな った課題 に

応 じて、討議 的学習 も含 めて多様 な学習方法 を選択する ことか ら、学 習方法 を生徒 自身

が 自ら決定 し進 めるこ とがで きる。

ウ 様々 な討議 的学習方法 を理解 させ ることで、課題学習の段 階や生徒 自身の学 習状況 に応

じて今 後の学習方法 を生徒 自ら選択 させ るこ とがで きた。選択 された討 議的学習方法 を状

況 に応 じて.工夫す る ことに より、更 に意欲的 に学習 を進め ることがで きるように した。

(4)資 料の工夫

ア 生徒の 自由 な発想 ・思考 ・判 断 ・意志決定 を最大限 に尊重 し、課題 を解決す る能力 や態

度 を養 うため に、 自主 的 ・自発 的な学習 を促す ような資料 を工 夫 した。

イ 課題 を把握す る段 階では、個 々の生徒 自身の健康 課題 を明確化 するため に、過去や 将来

をも含めた 日常生活 を振 り返 るこ とので きるワー クシー トを作成 した。

ウ 課題 を把 握す る段階で は、 日常生活 を振 り返る ことので きるワー クシー トに よ り、健 康

に対す る問題意識 を深 めさせ 、学校生活や地域社会 との関連 や 自分 の中か ら、課題意識 を

もつ ことを促 した。

エ デ ィベー トな どの討議的学習 を行 うにあ たっては、進行手順 を明示 した掲示 物 を会場 に

貼 って全体の進行 を支援 した り、時間の 区切 りを知 らせるためにテーブルベル を用い た り

す るなど、緊張感 や臨場感 を もたせ、意欲的 に取 り組める ように した。

(5)学 習の場の工夫

ア 課題解決 に向 けて書籍 、資料 な どを自由に活用で きるように授 業 を図書室で行 った。

イ デ ィベー トや ブ レー ンス トー ミングな どの討議的学習の場 は、意欲や関心 を高 めるた め

に図書室や視聴覚室 な どに場 を設定 して行 った。
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4課 題学習 を取 り入 れた単元指導計画 「日常生活における健康課題」 配 当時間9時 間

(1)学 習のね らい

ア 課題学習 を通 して、自己の健康 に関心 を もつ とともに、思考力、判断力 を育 み、意志

決定能力 を身 につ ける。

(2>展 開

時
間 過 程 学 習 の 流 れ 学 習 内 容

i 興 *オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ・単元全体の流れの理解

味 ・デ ィベ ー ト学習 の理解

を ・個 人のワークシー ト作成

も 日常生活を振 り返 り健康課題を把握する
つ

過去 ・現在 ・未来を見つめる作業
一一 一 一 一 一 課

2 拡 *グ ループ作 りと話 し合 い ・係 り分担

題 げ ・グ ル ー プ ワ ー ク シ ー トの 作 成

把
る 〈グループ作 りから学習計画立案まで〉

興味関心のある事柄を交換する

握 ▼

課題 を絞 り込む
▼

課題の決定
▼

課題 との関連性を考え
デ ィベー トのテーマを決 定

▼

学習計画を立てる一 　 　 一

3

課
興
味
関

*調 査 研 究 活 動1 ・課題 とデ ィベ ー トテーマ を考慮 しなが ら調査

を行 う。

題 心 ・個人 ノー トの活用 をす る。
一}一 一 一

を
4 深

解 め

決
る

*デ ィベ ー ト学 習 の 準 備

・調査結果を交換する
・肯定側 ・否定側の決定と役割分担

卿一 用 爾 殉"

薮

綴
1

新
た

課題

解
決

*デ ィ ベ ー ト1 ・デ ィベー ト用 ワークシー トへ の記 入

立論 、質問事項 の検討 ・準 備

6

-一 一 働

課
題
把
握

な と
薪
た
な
課

*結 果 の 考 察

*調 査 研 究 活 動II

・結果の考察から今後の学習方法を計画

学習方法(解 決方法)の 選択
・選択 した方法による課題解決に向けた調査研

究

7

解 題決

課
題
の
把
握

◆ デ ィベ ー トII

◆ ブ レー ンス トー ミング

◆ 調 査 活 動

8 *レ ポ ー ト作 成 ・学習の まとめ

ま
まとめ方、発表方法の工夫

一 一 一 一 一

9 と
*発 表 ・評 価

め (他 グループの発表か ら情報の共有化 を図る
とともに自己評価による学習活動を振 りか
え る 。)
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イ 日常生活の 中か ら健康課題 を把握 し、広い視野 か ら自らの課題 を解決 してい く能力 と

態 度 を身 につ ける。

学習
形態

教師のかかわり・支援 評 価
一

一 ・学習課題の意義 について理解 させ る。 意義 ・見通 しの理解
斉 ・デ ィベ ー トの紹介 と興味 をもたせ る。

宿
・自ら課題発見がで きるようワーク シー トを準備す る。 ワークシー トの作成状況

人

・デ ィベー トを行 うことを踏まえ6～8人 程度の任意グルー

プを作 らせ る。 協力性 ・協同性
・グ ル ー プ ワ ー ク シ ー トを 活 用 させ る

。

グ ・日常生活に密着 した健康課題についての学習を促す。 積極性 ・活発さ
ル ・設定された課題 と教科書などとの関連性 を示す。
1

で

・デ ィベ ー トテ ーマの設定の仕方 について説明す る。
・課題 とデ ィベ ー トテ ーマ との関連性 について支援す る。

課題設定の適切 さ

ワークシー トの作成状況
一 ・調査内容、調査方法や資料収集の仕方について支援する。

斉 適切 なデ ィベ ー トテーマ

グ
ル

・調査結 果の まとめ方 について説明する。 調査活動の積極性

内容のまとめ方

i 個人ノー ト作成状況

プ

宿
人 ・グループ内の調査結果の共有化が図れるよう指導する。 デ ィベ ー ト準備状況

グ ・デ ィベ ー ト学 習の進め方について確認す る。 役割の遂行状況
ル ・役割分担 とデ ィベー ト用 ワー クシー トについて確認する。 理解力 ・判断力 ・説得力
i一

プ斉

・結果の考察から今後の学習方法をア ドバイスする。 結果の分析
グ

1L

I

プ
・まとめる ことを前提 と した活動 であることを理解 させる。

新たな課題把握状況

調査内容のまとめ方

目的に応 じた活動

宿 ・ブ レー ンス トー ミングの方法や 目的な どにつ いて示す。
人

・基礎的 ・基本 的事項 を明確 に させ る。 学習成果のまとめ方。
・発表用資料作成上の助言を行 う。

グ
ル

i

フ 。

・適切な発表方法を指導 ・助言する。
・発表内容の共有化を図る。

発表者の態度 ・聞 く側の姿勢

提出物の状況

一
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5課 題学 習の指導 事例(実 証授業)

「日常生活 にお ける健康課題」

1

2

00

(4)

段 階 ・ 時 間:課 題解決の段階(9時 間中5時 問 目)

対 象:第2学 年

本時 の学習 内容:グ ループで把握 した課題 について調査 ・研究 した内容 を元 に各 グル ー

プに分かれてデ ィベー ト学習 を行 う。

本 時 の ね ら い:各 自が調べた内容 を元 にデ ィベ ー ト学習 を行 うことによって、グル ー

プ毎 に設定 した健康課題 についての興味 ・関心 を深め る とともに、知

識理解 を深め、新たな課題 の把握 を促す。

(5)展 開

段
階

時
間 学習内容 ・活動 教師のかかわり 評 価

1本 時の説明 ・デ ィベ ー トの 進 行 ・説明が理解で きてい

(デ ィベ ー トの進行方法 について) は各班毎で行うこと るか

は
じ

is
2席 を移動 してグループ毎に分かれる

資料の配布、掲示などの準備

の説明 ・資料の準備はで きて

いるか

め 分 1遺 伝子組み替え食品は是か非か2ピ ルは必要か

3酒 、たばこの自動販売機は必要か4高 校生にバイクは必要か

5人 工妊娠中絶は是か非か6森 林伐採は是か非か

デ ィベ ー ト(各 班毎で実施 ・進行) ・自分の役割を遂行 し

司会者が論題 とディベー トの紹介 ているか

デ ィベ ー ト開始 ・グループの巡回

立論1肯 定側立論1分 進行状況の把握 ・ルールが守 られてい

2否 定側立論1分 記録の確認 るか

作戦タイム2分

質問3否 定側質問1分 ・活発に意見が出され

な 3a 4肯 定側質問1分 ているか

作戦タイム2分
か 分 回答5肯 定側回答1分 ・積極的に協力 してい

6否 定側回答1分 るか

自由討論7自 由討論3分

作戦タイム2分 ・質問を考える ことが

結論8否 定側結論1分 できるか

9肯 定側結論1分

判定10判 定1分 ・相手側の発表を理解

しているか

ま la 本時のまとめ ・要点のま とめ と発 ・適切に成果がまとめ

と 結果の報告(判 定結果の全体発表) 表への支援 られているか
め 分 結果の考察

(6)本 時 の学習か ら新 たな課題把握 に発展 した事例(一 部 のみ掲載)

1の テーマか ら 「食糧問題(輸 入食品)に ついて」 「食品添加物 と安全性 について」

2の テーマか ら 「エ イズ について」「性感染症 について」 「日本の少子化問題」

6の テーマか ら 「地球の温暖化 について」 「ゴミの分別 ・リサイクルの問題」
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6実 証授業の結果 と考 察

仮説 を実証 す るため、授 業後、生徒 を対象 に 「保健 の授業 に関す るア ンケー ト」調査 を実

施 した。その調査結果 と考察 は以下の通 りである。

(ア ンケー ト対象:都 立高等学校5校 第1・2学 年男女226名)

(1)「 自分 自身の健康課題 を把握で きた」 と回答 した生徒 は59%で あった。課題把握の段階で、

ワークシー トによ り日常生活 を振 りか える ことで 自ら健康課題 を把握す る ことがで き、更 に

グループ毎 に話 し合い 、それぞ れの健康課題の認識 の違い を理解 した り、興 味 ・関心 を もっ

た り して取 り組 める課題 を選定す るこ とがで きた と考 えられる。 しか し、 「把 握 で きなか っ

た」 と回答 した生徒 は13%で 日常生活 を振 りか えることはで きたが、そ こか ら問題点や 改 善

点 を導 き出す こ とまではで きず 、健康課題が把握で きなか った と考え られ る。

(2)「 課題学習 に積 極的 に取 り組む ことがで きた」 と回答 した生徒 は66%で あ った 。 生徒 が 日

常生活の 中か ら自らの健康課題 を把握 し、その課題解決 に向けて学習す ることは、興味 ・関

心が高 ま り、授業へ取 り組 む姿勢 が積極的 になった と考 え られ る。

(3}「 デ ィベー ト学習の意味やね らいを把握で きた」 と回答 した生徒 は80%で あ った。 大 半 の

生徒が デ ィベ ー ト学 習は未経験 であったが 、生徒が課題解決の方法 と してデ ィベ ー トを よ く

理解 して意欲的 に実践 で きた と考 えられる。 また。討議 も定め られた時間 とルールを守 り、

お互い協力 しあって活発 に行 われていた。

(4>「 デ ィベー ト学習 を通 して、把握 した課題 について理 解 を深 め るこ とが で きた」 と回答 し

た生徒 は54%で あった。 グループで選定 したテーマ につ いて肯定側 と否定側 に別れ て討 議 す

る こ とに より、様 々 な意見や考 え方 を認識 し、多面的 に理解で きたと考 え られ る。 しか し、

「で きなか った」 と回答 した生徒 は18%お り、この ような討論 に なれて い なか っ た り、 人前

で発言す る ことが苦手 なため積極的 に取 り組 めず、課題 を理解で きなかった と考 え られ る。

(5>「 デ ィベ ー ト学習 を通 して、新 たな疑問や課題 を把握で きた」 と回答 した生徒 は44%で あっ

た 。大半 の グルー プがデ ィベー トによって課題 を解決す る ことに活動が 限 られて しまい、 疑

問点 や新 たな課題 を把 握す るまで には至 らなかった と考 え られる。 しか し、調査不足 を反 省

点 として再度 の調査研 究 に意欲的 に取 り組 み、理解 を深 めたグループ も多 かった。

(6>「 課題学習 を通 して、把握 した課題 につい て自分の意見 をまとめ る こ とが で きた」 と回答

した生徒 は54%で 、「課題学習 を通 して、 日常生活の中か ら健康 につ いて考 える こ とがで き

た」 と回答 した生徒 は57%で あ った。逆 に 「で きなかった」 と回答 した生徒 はそれぞれ18%

と13%で あった。講義形式の一斉授業 と比 較 して、身近 な 日常生活の 中か ら健康課題 を把握

し、興 味 ・関心 をもって積極的 に課題学習 に取 り組 む ことは、課題の解決 を促進 し、健康 に

つ いての意識 を高め るこ とが可能 になると考 えられる。

(7)単 元全 体 を見る と、生徒が 日常生活の中か ら健康 について考 え課題 を把握 し、解 決す る学

習 を通 して、興味 ・関心 を もって健康 に関す る知識 の理解 を深 める事が で きた。 また、互 い

に協 力 しなが ら調査研究や討議 をす ることに よ り、様 々な考 え方や意見 に触 れて課 題の とら

え方や理 解の違い を認識 しなが ら広い視野か ら解 決す るこ とがで きた。この ことに よ り生 徒

が生 涯 を通 じて健康 な生活 を実践で きる態 度や能力を育成す る ことが で きた と考 え られ る。
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7研 究の成果 と今後 の課題

(1)研 究の成果

調査研 究 の結果 か ら以 下の3点 が明 らかになった。

ア 教師 は、生徒が生活 の中で 自ら課題 を発見 し、それ について学習 を進 める ことで、 日常

生活 にお いて健康 や安全 に留意 しなが ら実践で きる力 を身につけ させ たい と考えてい る。

イ 生徒 の課題把握 は、教科書 やその他 の文献か ら得 ることが多 く、課題解 決の学 習方法 も

文献調査研 究がほ とん どで、多様 な拡 が りが な く、発表 も資料 か らの書 き写 しや要約が 多

い と考 えている。

ウ 課題把 握の段 階 におけ る生徒 に対 す る支援 も教科書や資料、身近なニュース を参考 に さ

せ るな ど一般的 ・客観的 な部分 に向け られているこ とが多 く、生徒 自身の興味関心あ る い

は、 日常 生活 にお ける体験 など個人の内面にある課題 を引 き出す ことに向け られ るこ とが

少ない。

この ことか ら、生徒が生涯 を通 じ日常生活において自 ら健康 を考 え実 践 してい くことが で

きる力 を養 うためには、 もっと身近な自分 自身の健康課題 に気 付 かせ るこ とと、 調査 活動 で

得 た知識 のみをまとめ るのではな く、多様 な考 え方 に触 れ させ るこ とに よって、広 い視 野 か

ら課題解 決の方法 を探 り、その過程で解決の方法や選択肢 が様 々で ある ことに気付 かせ るこ

とが大切 だと考 えた。また、教 師は様 々な学 習形態 や方法 に精 通す る とともに、実 生活 に よ

り関連 し、生 かせ る学 習内容 の精選 と工夫 をす る必要 があ ると考 え、研 究の仮説 を設定 した。

そ して、仮説 の実証 を行 うにあた り、「日常生活で生徒 自ら健康課題 を把握 し、それにつ いて

課題学習 を進める」 ことについて、①学習過程の工夫 、②学習形態の工夫 、③ 学習 方 法 の工

夫 、④ 資料 の工 夫、⑤学 習の場 の工夫の5つ の視 点か ら指導計画 を立て課題学習 を実施 した。

その結果、以下の こ とが明 らか になった。

ア 討議的学習 を授業 に取 り入れ ることによ り、生徒 の興味や関心が高 ま り、 自 ら健康 課題

を把 握 し、課題解決 に向 けて積極的な取 り組 みにつ なが った。

イ 課題 を把握す る段 階で 、ワークシー トによ り自分 自身の 日常生活 を振 り返 る機会 を設 け

た ことで健康課題の把 握 を促 し、更に グループ毎 に話 し合 う中で他の生徒が把握 した課 題

や新 しい考 えに触れ ることで、 自分 自身の健康課題へ の理解 を一層深め るこ とが で きた。

ウ 課題 を解決す る方法 として、教師がデ ィベー ト等 の方法 を工夫 し、支援す る ことで、 生

徒が活発 な討論 を実践す るこ との手助 けとなる ことがわかった。

エ デ ィベ ー ト学習 を行 うこ とによ り様 々な考え方 に触 れるこ とが で き、課題 の とらえ方 や

理解の違い を認識す るこ とで、課題 を広い視野か ら多面 的に理解す るこ とが で きた。

オ 討論的学習 を用 いた課題学習 に積極的 に取 り組 む ことに よって、思考力や判 断力 を高 め

生涯 を通 じて健康 な生活 を実践 で きる態度や能力が身 についた。

(2)今 後の課題

ア

イ

ウ

エ

調査 ・研 究活動 における外部施設(図 書館 ・公共機関 ・民 間企業)の 活用 を工 夫す る。

課題学習 の学習 内容 と学 習指導要領 に示 された内容の関連性 や整合性について検討する。

多様 な体験 的活動(調 査 ・実験 ・実習等)を 取 り入れた課題学 習の展 開 を工夫す る。

課題学習 における観 点別評価及 び評定 の在 り方 について検討 す る。
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